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背景①：国内アカデミア研究設備・機器
国立大学法人化以前（平成16年：2004年以前）

中規模研究設備の整備予算あり。

国立大学法人化以降（平成16年：2004年以降）
大型プロジェクトによる大型設備予算のみ。
共用装置として整備を推進。
中規模研究設備（数千万円以下）は各大学の自
助努力。

＊参照 「中規模研究設備の整備等に関する論点整理」令和５年６月２７日 科学技術・学術審議会学術分科会研究環境基盤部会
https://www.mext.go.jp/content/20240129_mxt_gakkikan_000033540_14.pdf
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背景②：共用機器の実情

文科省 研究開発基盤部会 R7.2.3 第29回 科学技術・学術審議会
https://www.mext.go.jp/content/20250203-mxt_kibanken01-000039977_1r.pdf

共用機器へ求めること
誰でも容易に利用できる簡便な装置である
こと。
更新頻度は10年程度。
各キャンパスごとに配備：必要な分だけ。

共用機器の実情
装置をメンテナンス管理できる担当は必要。
3分の2以上の装置が老朽化。
利用時期が集中するため、利用したい時に
使えない。

https://www.mext.go.jp/content/20241114-mxt_gakkikan-000038702_7.pdf

ラボレベルでの汎用機器導入ニーズは極めて高い。
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リース・レンタル、保守の現状

参照先：日本電子ホームページより
https://www.jeol.co.jp/service_support/user_support/rental/

日本電子の装置レンタル
対象装置は汎用SEM/XRF、試料前処理装置に限定

利用率は低い状況
メーカーがレンタル制度を用意しても利用率は低迷
⇒ 市場が循環していない
⇒ レンタル導入メリットの認知が低い
⇒ 中古市場の停滞感から脱却できない

保守状況
パーコール対応でもサービス対応が早い
故障する頻度も低い
⇒サービス体制は良い
⇒年間保守契約率は低水準

レンタルの現状

保守の現状
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走査電子顕微鏡

核磁気
共鳴装置

透過電子顕微鏡

核磁気共鳴装置

表面分析装置

走査電子顕微鏡

質量分析計 質量分析計

光電子
分光装置

電子スピン共鳴装置

透過電子顕微鏡
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理科学・
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機
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日本電子の主な製品群 理科学・計測機器 事業セグメント



SXプラットフォーム参画の狙い

装置シェアリング活性化
装置導入層の開拓

老朽化した機器更新
安価導入ニーズ層
⇒潜在的ニーズの獲得

最新装置の導入

研究予算節約

SXプラットフォームに期待する効果

潜在的なニーズの発掘
機器更新の促進
新規導入ユーザー発掘

最新装置を使った研究
研究の質向上
装置の市場評価フィードバック

中古市場の拡大

シェアリングのノウハウを国内アカデミアへ提供
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理化学機器市場全体の活性化



SXプラットフォーム参画の狙い

中古市場 ４要素
供給創出（集める） SXPF利用拡大
価値定義（保証） 品質担保
需要拡張（再利用） 潜在ニーズ
循環構築（回す） マッチング

新たな中古市場サイクルの構築
中古市場拡大へのポイント
• 品質担保

メーカー保証
装置品質保証

• 潜在ニーズ発掘
安価導入ニーズ層の取り込み

• 循環構築
マッチングノウハウ
売価・再レンタル価格最適化

SXプラットフォームに期待する効果
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理化学機器の市場規模全体の拡大



SXプラットフォーム（SXPF）への期待性

機器導入障壁の低減
ユーザー拡大

最新研究の機会拡大
研究の質向上

装置ライフサイクル循環化
リユース・中古市場活性化

アカデミアとの共創による持続的エコシステム

アカデミアと理化学機器メーカが共創し、
価値最大化を目指す持続的エコシステムの構築

SXプラットフォームの効果

ラボ・コンサルティング
SXPFを通じて、蓄積したノウハウか
ら研究目的に応じた最適な装置導入の
コンサルティング

装置開発の加速
SXPFから得られる、市場要望を迅速
に取り入れた製品開発とその検証の場

SXプラットフォームの可能性
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経営理念

日本電子は
「創造と開発」を基本とし
常に世界最高の技術に挑戦し

製品を通じて
科学の進歩と社会の発展に

貢献します

On the basis of "Creativity" and "Research
and Development",

JEOL positively challenges
the world's highest technology, thus forever

contributing to the progress
in both Science and Human Society

through its products.
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以上、
ご清聴ありがとうございました。
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